
内
閣
衆
質
一
五
一
第
九
〇
号

平
成
十
三
年
七
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
火
力
発
電
所
の
排
煙
に
よ
る
梅
の
立
ち
枯
れ
及
び
人
体
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
三
年
七
月
六
日
受
領

答

弁

第

九

〇

号



衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
火
力
発
電
所
の
排
煙
に
よ
る
梅
の
立
ち
枯
れ
及
び
人
体
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

関
西
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
関
西
電
力
」
と
い
う
。
）
の
御
坊
発
電
所
（
以
下
単
に
「
御
坊
発
電
所
」
と
い
う
。
）
の

運
転
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
五
十
九
年
度
以
降
に
お
け
る
御
坊
発
電
所
の
稼
働
率
（
年
間
発
電
電
力
量
を
発
電
設
備
容
量
及
び

年
間
時
間
数
で
除
し
、
百
分
率
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
別
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
御
坊
発

電
所
が
所
在
す
る
和
歌
山
県
御
坊
市
並
び
に
そ
の
周
辺
の
地
域
で
梅
の
木
の
立
ち
枯
れ
が
観
測
さ
れ
た
田
辺
市
、
日
高
郡
及

び
西
牟
婁
郡
に
所
在
す
る
農
業
協
同
組
合
の
梅
の
出
荷
量
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
昭

和
五
十
五
年
度
以
降
の
梅
の
年
間
の
収
穫
量
（
以
下
単
に
「
収
穫
量
」
と
い
う
。
）
及
び
十
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
（
以
下

「
単
収
」
と
い
う
。
）
は
、
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

稼
働
率
と
収
穫
量
と
の
間
及
び
稼
働
率
と
単
収
と
の
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で

の
間
に
お
い
て
単
純
回
帰
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
稼
働
率
と
収
穫
量
と
の
間
の
相
関
関
係
を
示
す
自
由
度
修
正
済
決
定
係
数
は

二
十
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
稼
働
率
と
単
収
と
の
間
の
同
係
数
は
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
者
に
つ
い
て
は

一



有
意
水
準
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
有
意
と
認
め
ら
れ
た
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
同
水
準
で
有
意
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

収
穫
量
及
び
単
収
は
、
着
果
量
、
せ
ん
定
状
況
等
の
栽
培
要
因
、
降
水
量
、
気
温
等
の
気
象
要
因
、
保
水
性
、
施
肥
状
況

等
の
土
壌
要
因
等
の
多
く
の
要
因
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
単
純
回
帰
分
析
の
結
果
の
み
に
よ
っ
て
、
稼
働
率
と
収
穫
量

と
の
間
及
び
稼
働
率
と
単
収
と
の
間
の
相
関
関
係
を
判
断
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

御
坊
発
電
所
に
は
、
そ
の
運
転
開
始
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
排
煙
脱
硫
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
現
在
、
御
坊
発
電
所
の
三
号
機
で
は
、
排
煙
脱
硫
装
置
の
設
置
工
事
が
平
成
十
四
年
十
月
完
成
の
予
定
で
行
わ
れ

て
お
り
、
当
該
排
煙
脱
硫
装
置
の
脱
硫
方
式
は
石
灰
石
こ
う
法
に
よ
る
湿
式
脱
硫
方
式
で
、
そ
の
設
計
上
の
脱
硫
効
率
（
排

煙
中
の
硫
黄
酸
化
物
の
ガ
ス
量
に
対
す
る
排
煙
脱
硫
装
置
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
硫
黄
酸
化
物
の
ガ
ス
量
の
比
率
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
は
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

御
坊
発
電
所
に
は
、
そ
の
運
転
開
始
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
電
気
集
じ
ん
器
は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
排
煙
脱
硫
装

置
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
装
置
を
通
過
し
て
出
て
き
た
硫
黄
酸
化
物
濃
度
の
測
定
及
び
脱
硫
効
率

二



の
算
出
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
御
坊
発
電
所
の
排
煙
中
の
マ
ン
ガ
ン
濃
度
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い

な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

御
坊
発
電
所
で
は
、
原
油
、
重
油
等
を
発
電
の
燃
料
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
燃
料
の
硫
黄
含
有
率
の
加
重
平
均
値
は
、

〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
燃
料
の
う
ち
、
原
油
の
年
度
ご
と
の
使
用
量
及
び
油
種
別
の

硫
黄
含
有
率
の
加
重
平
均
値
の
推
移
は
、
別
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
原
油
の
産
油
国
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
国
等
で
あ
る
が
、
そ
の
購
入
価
格
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
及
び
環
境
省
に
お
い
て
は
、
御
坊
発
電
所
の
排
煙
が
梅
の
生
育
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

な
い
。
な
お
、
和
歌
山
県
が
設
置
し
た
う
め
対
策
研
究
会
に
よ
り
平
成
十
二
年
三
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
及
び
関

西
電
力
と
紀
南
農
業
協
同
組
合
が
共
同
し
て
設
置
し
た
梅
生
育
障
害
対
策
研
究
会
に
よ
り
平
成
十
二
年
四
月
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
は
、
御
坊
発
電
所
の
排
煙
と
梅
の
生
育
不
良
と
の
間
に
関
連
性
は
な
い
旨
の
結
論
が
示
さ
れ
て
い

る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三



二
の
�
に
つ
い
て

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
卸
供
給
事
業
者
（
以
下
「
卸

供
給
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
発
電
に
伴
っ
て
生
ず
る
公
害
の
民
事
責
任
の
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事

例
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
関
西
電
力
と
株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
（
以
下
「
神
戸
製
鋼
所
」
と
い
う
。
）
と
の
間
の
「
卸
供
給
電
力
受
給
契
約

書
」
に
お
い
て
は
、
「
神
鋼
の
構
内
に
神
鋼
が
施
設
し
た
二
百
五
十
ｋ
Ｖ
の
第
一
遮
断
器
の
関
電
側
接
続
点
」
を
「
保
安
責

任
分
界
点
」
及
び
「
財
産
分
界
点
」
と
し
、
「
神
鋼
は
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
法
令
を
遵
守
し
て
供
給
設
備
の
管
理
・

補
修
を
行
い
、
関
電
は
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
前
述
の
保
安
責
任
分
界
点
以
降
の
設
備
の
管
理
・
補
修
を
行
う
も
の
と

す
る
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

関
西
電
力
に
対
す
る
神
戸
製
鋼
所
の
電
気
の
卸
供
給
に
係
る
料
金
は
、
関
西
電
力
が
実
施
し
た
入
札
に
応
じ
て
神
戸
製
鋼

所
が
落
札
し
た
供
給
条
件
の
一
内
容
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
供
給
条
件
は
、
神
戸
製
鋼
所
に
お
い
て
決
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
、
神
戸
製
鋼
所
の
電
気
の
卸
供
給
に
係
る
料
金
等
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
こ
と
は
な

四



い
。な

お
、
通
商
産
業
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
電
気
事
業
審
議
会
需
給
部
会
電
力
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
が
平
成
六
年
十

二
月
七
日
に
通
商
産
業
大
臣
に
答
申
し
た
中
間
報
告
に
お
い
て
は
、
一
般
電
気
事
業
者
に
対
し
、
入
札
に
よ
り
卸
供
給
事
業

者
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
応
札
者
が
提
示
し
た
卸
供
給
事
業
の
環
境
特
性
等
を
考
慮
す
る
こ
と
等
を
求
め
て
い
る
。

関
西
電
力
の
「
電
力
卸
供
給
入
札
募
集
要
綱
」
に
お
い
て
は
、
応
札
者
に
対
し
公
害
対
策
の
た
め
の
特
定
の
装
置
を
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
が
、
応
札
者
に
よ
っ
て
設
置
す
る
発
電
設
備
が
、
大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

九
十
七
号
）
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
の
環
境
保
全
に
係
る
関
係
法
令
で
定
め
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
求
め
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

神
戸
製
鋼
所
の
神
鋼
神
戸
発
電
所
（
以
下
「
神
鋼
神
戸
発
電
所
」
と
い
う
。
）
で
使
用
さ
れ
る
石
炭
中
の
重
金
属
の
含
有

量
、
燃
焼
に
よ
っ
て
大
気
中
又
は
水
中
に
排
出
さ
れ
る
重
金
属
の
質
量
及
び
灰
の
中
に
含
ま
れ
る
重
金
属
の
質
量
に
つ
い
て

は
、
承
知
し
て
い
な
い
。
な
お
、
神
戸
市
環
境
影
響
評
価
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
十
月
神
戸
市
条
例
第
二
十
九
号
）

に
よ
り
、
神
戸
製
鋼
所
に
お
い
て
、
神
鋼
神
戸
発
電
所
の
運
転
開
始
後
に
、
神
鋼
神
戸
発
電
所
で
使
用
さ
れ
る
石
炭
中
の
重

五



金
属
の
含
有
量
及
び
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
重
金
属
の
濃
度
に
つ
い
て
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
神
戸
市
へ
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
同
市
に
お
い
て
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
同
市
と
神
戸
製
鋼
所
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
環
境
保
全

協
定
書
に
よ
り
、
神
戸
製
鋼
所
に
お
い
て
、
神
鋼
神
戸
発
電
所
の
運
転
開
始
後
に
、
水
中
に
排
出
さ
れ
る
重
金
属
の
濃
度
に

つ
い
て
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
同
市
へ
報
告
し
、
同
市
に
お
い
て
こ
れ
を
公
開
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。特

定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
六

号
）
に
お
い
て
は
、
第
一
種
指
定
化
学
物
質
等
取
扱
事
業
者
は
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
第
一
種
指
定
化
学
物
質
の
排
出
量
等

を
主
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
届
け
出
ら
れ
た
排
出
量
等
を
集
計
し
、
集
計

し
た
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
第
五
条
及
び
第
八
条
）
。
ま
た
、
個
々
の
第
一
種
指
定
化
学
物
質
等
取

扱
事
業
者
が
届
け
出
た
排
出
量
等
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
主
務
大
臣
に
お
い
て
、

開
示
請
求
に
応
じ
て
開
示
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
鋼
神
戸
発
電
所
で
使
用
さ
れ
る
石
炭
に
含
有
さ
れ

る
重
金
属
に
つ
い
て
、
当
該
重
金
属
が
同
法
で
定
め
る
第
一
種
指
定
化
学
物
質
に
該
当
し
、
か
つ
、
そ
の
質
量
及
び
そ
の
含

有
率
が
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政

六



令
第
百
三
十
八
号
）
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
開
示
請
求
に
応
じ
て
経
済
産
業
大
臣
又
は
環
境
大
臣
が
当
該

重
金
属
の
排
出
量
等
を
開
示
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
特
定
化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管
理
の
改
善

の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
は
、
第
一
種
指
定
化
学
物
質
等
取
扱
事
業
者
に
対
し
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
表
す
る
等
そ
の
公
表
を
義
務
付
け
る
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
環
境
省
の
見
解
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
環
境
庁
が
設
置
し
た
浮
遊
粒
子
状
物
質
総
合
対
策
検

討
会
が
平
成
十
一
年
六
月
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
は
、
工
場
の
煙
突
等
か
ら
ガ
ス
状
物
質
と
し
て
排
出
さ
れ
た

も
の
が
周
辺
の
大
気
に
よ
っ
て
急
速
に
冷
却
さ
れ
凝
縮
し
て
粒
子
状
物
質
と
な
る
場
合
、
そ
の
量
は
、
ば
い
じ
ん
と
し
て
排

出
さ
れ
た
粒
子
状
物
質
の
量
の
約
半
分
に
相
当
す
る
と
の
調
査
結
果
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
報
告
書

に
お
い
て
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
測
定
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
常
温
換
算
測
定
値
」
を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
提
言

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

神
戸
市
は
、
通
商
産
業
省
か
ら
平
成
九
年
度
に
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
八
十
号
）
及
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び
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
に
基
づ
く
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
、

神
鋼
神
戸
発
電
所
の
二
号
機
の
運
転
の
開
始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
平
成
十
六
年
度
の
翌
年
度
の
平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
周

辺
地
域
（
発
電
所
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
点
を
中
心
と
す
る
半
径
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
大
気
汚
染
の
状
況
の
見
込
み
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
平
成
十
年
三
月
に
神
戸
地

域
大
気
環
境
影
響
調
査
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

報
告
書
は
、
大
気
汚
染
の
予
測
等
に
係
る
科
学
的
知
見
を
ま
と
め
た
「
窒
素
酸
化
物
総
量
規
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
平
成
七

年
九
月
環
境
庁
大
気
保
全
局
大
気
規
制
課
編
）
、
「
産
業
公
害
事
前
調
査
に
お
け
る
大
気
に
係
る
環
境
濃
度
予
測
手
法
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
（
昭
和
六
十
年
三
月
通
商
産
業
省
立
地
公
害
局
編
）
等
に
示
さ
れ
て
い
る
計
算
式
を
参
考
と
し
て
用
い
て
い
る
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
酸
化
硫
黄
に
つ
い
て
は
「
大
気
の
汚
染

に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
八
年
環
境
庁
告
示
第
二
十
五
号
）
に
お
い
て
、
ま
た
、
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て

は
「
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
基
準
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
三
年
環
境
庁
告
示
第
三
十
八
号
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
人

の
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
周
辺
地
域
で
は
、
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平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
二
酸
化
硫
黄
の
一
日
平
均
値
（
一
時
間
値
の
一
日
平
均
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
最
大
で
〇
・

〇
一
七
五
四
ピ
ー
ピ
ー
エ
ム
、
二
酸
化
窒
素
の
一
日
平
均
値
は
最
大
で
〇
・
〇
五
六
九
ピ
ー
ピ
ー
エ
ム
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
れ
ら
の
告
示
で
定
め
る
基
準
を
下
回
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
神
鋼
神
戸
発
電
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
着
地
濃
度
（
浮
遊
粒
子
状
物
質
が

地
表
に
到
達
す
る
と
予
測
さ
れ
る
地
点
で
の
濃
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
最
大
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
〇
・
〇
〇

〇
〇
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
当
該
着
地
濃
度
は
、
当
該
着
地
濃
度
と
平
成
六
年
度
に
測
定
さ
れ
た
周
辺
地
域
に
お
け
る
浮

遊
粒
子
状
物
質
の
濃
度
と
の
合
計
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
府

と
し
て
は
、
神
鋼
神
戸
発
電
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
周
辺
地
域
の
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。
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